
⑦ ﾌｨｼｬﾘｰﾅとのつながり

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ案ｲﾒｰｼﾞ

・ ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅとのつなぎは海を感じさせるヤシの並木道
→その沿線におしゃれな店(ブティック、美容室、カフェなど)

北２号伊平線（幅員１９ｍ）

ヤエヤマヤシ

⑦ ﾌｨｼｬﾘｰﾅとのつながり

現 状

・街の入口となる重要な場所

・長さは１００ｍ余。幅員１8ｍ。

・街区の長さが短く交差点があるため停車帯がとれない。車道+路肩+歩道の断面

構成。

課題及び提案

・海を感じさせる並木として、見通しが良く明るいヤエヤマヤシを植える。連続

性を演出するため、３連で植える。

・フィッシャリーナとの連続性も考慮し、歩道部はベ-ジュからブラウン系レン

ガ舗装が望ましい。

・地権者によるまちづくりグループの立ち上げが必要になる。

・同じ気持ち(感性)の地権者が集まって共同で敷地を活用することも魅力的。

・地権者と話し合いながら、セットバック、外壁の色、駐車場の取り方などの建

築施設の作り方を検討する必要がある。

・地権者の勉強会、事例視察も必要ではないか。

・協議会として、街のイメージを地権者に伝えて行くことが重要。

・この地区では小規模敷地については共同使用を促す必要がある。

≒ 240ｍ （国道含む）

現況写真

フィシャリーナから
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フィシャリーナ
へ至る道路

Ｄ地区

フィシャリーナ



詳細イメージ

作画 小野啓子
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作画 小野啓子




